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平成２８年７月２８日 

四国電力株式会社 

平成２８年度第１四半期 連結決算の概要 

１．電 力 需 要 

電灯電力需要は、前年同期に比べ ２.４％減の ５９億３８百万kWhとなりました。 

このうち、電灯は、省エネ機器の普及による影響等から ２.２％の減となりました。電力は、

産業用の大口電力が、生産減の影響等により ３.０％の減となったことなどから、２.５％の減

となりました。 

また、融通等は、前年同期に比べ １１４.１％増の ３億６４百万kWhとなりました。 

この結果、総販売電力量は、前年同期に比べ ０.８％増の ６３億２百万kWhとなりました。 

 (単位：百万kWh、％)

 27年度第1四半期 

(27/4～27/6) 

（Ａ） 

28年度第1四半期 

(28/4～28/6) 

（Ｂ） 

比   較 

前年差（Ｂ－Ａ） 伸び率 

電     灯 １,９８３ １,９４１ △  ４２ △ ２.２ 

電      力 

（うち大 口 電 力） 

４,０９９ 

（ １,９０７）

３,９９７ 

（ １,８４９）

△ １０２ 

（△  ５８） 

△  ２.５ 

（△  ３.０）

電 灯 電 力 計 ６,０８２ ５,９３８ △ １４４ △ ２.４ 

融  通  等 １７０ ３６４ １９４ １１４.１ 

総 販 売 電 力 量 ６,２５２ ６,３０２ ５０ ０.８ 

 (注) 決算日において未確定であるインバランス電力量は含めていない。 

 

２．電 力 供 給 

水力発受電電力量は、前年同期に比べ ２１.０％増の １１億９１百万kWh、新エネ発受電電

力量は、３０.２％増の ７億４２百万kWhとなりました。 

この結果、火力発受電電力量は、前年同期に比べ ４.６％減の ４９億３０百万 kWh と   

なりました。 

なお、原子力については、伊方発電所の全号機が停止しています。 

 (単位：百万kWh、％)

 27年度第1四半期 

(27/4～27/6) 

（Ａ） 

28年度第1四半期 

(28/4～28/6) 

（Ｂ） 

比   較 

前年差（Ｂ－Ａ） 伸び率 

出 水 率  105.7%  119.5%  13.8%   

水   力 ９８５ １,１９１ ２０６ ２１.０ 

火   力 ５,１６６ ４,９３０ △ ２３６ △ ４.６ 

（石   炭） （ ２,５５３） （ ２,９６２） （   ４０９） （  １６.０）

（Ｌ Ｎ Ｇ） （   ６１７） （     ４７９） （△ １３８） （△２２.４）

（石 油 ほ か） （ １,９９６） （ １,４８９） （△ ５０７） （△２５.４）

新 エ ネ ５７０ ７４２ １７２ ３０.２ 

   (注) 決算日において未確定であるインバランス電力量は含めていない。 
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３．収   支 

営業収益(売上高)は、電灯電力需要の減や燃料価格の低下に伴う燃調収入の減により、料金収
入が減少したことなどから、前年同期に比べ ２４億円(△1.6％)減収の １,５１１億円となりま
した。 
営業費用は、燃料価格の低下等により需給関連費(燃料費＋購入電力料)は減少したが、退職給
付に係る数理計算上の差異の償却や修繕費が増加したことなどから、前年同期に比べ １０８億
円(7.3％)増加の １,５９５億円となりました。 
この結果、営業損益は、１３２億円悪化の ８４億円の損失、経常損益は、１３５億円悪化の  
９２億円の損失、また、親会社株主に帰属する純損益は、１０７億円悪化の ８４億円の損失と
なりました。 

 (単位：億円、％)

 27年度第1四半期
(27/4～27/6) 
（Ａ） 

28年度第1四半期
(28/4～28/6) 
（Ｂ） 

比   較 

前年差（Ｂ－Ａ） 伸び率 

営 

業 

収 

益 

電
気
事
業

電灯電力収入 1,153 1,075 △ 78 △ 6.8 

融通収入ほか 205 270 65 31.4 

小  計 1,358 1,345 △ 13 △ 1.0 

そ の 他 事 業 176 165 △ 11 △ 6.2 

合    計 [1,396]  1,535 [1,375]  1,511 [△ 21] △ 24 [ △1.5] △ 1.6 

営 
 

業 
 

費 
 

用 

電 

気 

事 

業 

人 件 費 126 186 60 47.2 

需
給
関
連
費

燃 料 費 294 169 △125 △42.5 

購入電力料 372 394 22 5.8 

小  計 667 563 △104 △15.6 

減 価 償 却 費 133 142 9 6.7 

修 繕 費 89 146 57 64.5 

原子力バックエンド費用 15 13 △  2 △12.3 

そ の 他 費 用 297 394 97 32.3 

小  計 1,330 1,447 117 8.8 

そ の 他 事 業 156 147 △  9 △ 5.7 

合   計 [1,361]  1,487 [1,474]  1,595 [  113]   108 [  8.3]    7.3 

営 業 利 益 又 は 

営 業 損 失（△） 
[   35]     48 [△ 98]  △ 84 [△133] △132 [     -]      - 

 支 払 利 息 ほ か 4 8 4 113.3 

経 常 利 益 又 は 

経 常 損 失（△） 
[  49]     43 [△ 78]  △ 92 [△127] △135 [     -]      - 

 渇水準備金引当       1        3 2 94.3 

 法 人 税 ほ か  18 △ 12 △ 30 - 

親会社株主に帰属する純利益又は 
親会社株主に帰属する純損失（△）  [   34]     23 [△ 64]  △ 84 [△ 98] △107 [     -]      - 

   (注)１．連結決算の対象会社 
・連結子会社（９社）：ＳＴＮｅｔ、四国計測工業、四電エンジニアリング、四電技術コンサルタント、坂出ＬＮＧ、 

四電ビジネス、四電エナジーサービス、SEP International Netherlands B.V.、四国総合研究所 
・持分法適用会社（１社）：四電工 
２．[ ]内は、四国電力単独決算値。なお、「親会社株主に帰属する当期純利益」欄の［ ］内は、四国電力単独決算値の 

「当期純利益」を表示している。 

 

〈参考〉燃料価格の諸元 

石炭ＣＩＦ(＄/ t ) 82 69 △ 13 

原油ＣＩＦ(＄/ b ) 60 41 △ 19 

為替レート(円/＄) 121 108 △ 13 
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４．通 期 の 見 通 し 

売上高予想については、平成２８年４月に公表した数値から変更ありません。 

損益予想については、現在、伊方発電所３号機が使用前検査を受検中であることから、未定

としています。今後、予想が可能となった時点で、速やかにお知らせいたします。 

 

 ◆ 売  上  高（本年４月公表済み） 

売上高は、総販売電力量が減少することなどから、前年度に比べ ４０億円減収の ６,５００

億円程度と予想しています。 
   (単位：億円、％)

 ２７年度実績 

（Ａ） 

２８年度予想 

（Ｂ） 

比  較 

前年差(Ｂ－Ａ) 伸び率 

売 上 高 ６,５４０ ６,５００ △  ４０ △  ０.６ 

 
 

以 上 


